
 

評議員等の報酬の支給及び費用弁償に関する基準 

 

 

（目的） 

第１条 この基準は、定款第８条及び第２１条に基づき、理事、監事及び評議員、評議員選任・解 

任委員（以下「評議員等」という。）に定める報酬等の基準について必要な事項を定めるこ

とを目的とする。 

 

 

 （報酬の基準） 

第２条 評議員等の報酬は、当法人の理念と目的のために、その健全な運営を目指し、広く社会福

祉に寄与する非営利団体であることから、無報酬が適当であり、これに従うこととする。 

ただし、監事よる監査の報酬については、その責任及び精査事項の特殊性を鑑み、別に定 

める評議員等報酬規程に従い支給する。 

 

 

（費用弁償） 

第３条 評議員等が、会議等に出席したときは、費用弁償として、別に定める社会福祉法人大埇福

祉協会評議員等の旅費及び費用弁償に関する規程により、費用弁償金を支給する。 

  ２ 費用弁償金の支給は、原則として、その都度支払うものとする。 

 

 

（費用の弁償方法） 

第４条 評議員等が職務遂行のため遠隔の地に出張をしたときは、別に定める社会福祉法人大埇福祉

協会評議員等の旅費及び費用弁償に関する規程に基づき、旅費（交通費、宿泊料、日当等を

含む。）を支給する。 

 

（補則） 

第５条 この基準の改廃は、評議員会の決議を経て行うものとする。 

２ この基準の施行に関し必要な事項は、理事長が別に定める。 

 

 

附則 

この基準は、平成２９年４月１日より施行する。 

この基準は、令和７年４月１日より改正施行する。 


